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《対馬アクション・リサーチ旅程》 
 
⽇ 付 ⾏ 程 
1 日目 8/7 ・博多港発（フェリーにて翌朝対馬入り） 
２日目 8/8 
・対馬市概要説明（対馬市役所 前田剛氏） 
・金田小校長ヒアリング（金田小学校校長 岡﨑満氏） 
・対馬市長との面談（対馬市長 比田勝尚喜氏） 
・旧阿連小学校、阿連地区見学（雷鳴神社、盆踊り見学） 
・旧阿連小児童ヒアリング（対馬市立旧阿連小学校児童） 
3 日目 8/9 
・対馬市立西小学校訪問、平和学習見学 
・島内見学（万関橋、和多津美神社） 
・対馬市教育委員会訪問、ヒアリング（対馬市教育委員会 永留和 
博氏、平山俊章氏） 
・合同会社フラットアワーヒアリング（合同会社フラットアワー  
銭本慧氏、須崎宏和氏） 
4 日目 8/10 
・対馬市こども未来塾見学 
・対馬市立豊小学校の児童による豊集落ツアー（対馬市立豊小学校教
諭 畑島英史氏、対馬市立豊小学校児童） 
・一般社団法人 MIT ヒアリング（一般社団法人 MIT 吉野元氏） 
5 日目 8/11 
・対馬野生生物保護センター見学 
・アクション・リサーチ終了後解散 
 
 
【アクション・リサーチ参加者】 
阿部 治（立教大学社会学部教授、同 ESD 研究所所長）、落合志保（立教大学大学院社会学研究
科博士課程前期課程１年）、遠藤みどり、加藤美帆、丸山由紀子、望月玖瑠実、山口恭平（以
上、立教大学社会学部現代文化学科 3 年） 
 
【コーディネート】 
前田 剛 氏（対馬市役所） 
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＊本アクション・リサーチにおける学生の報告（pp.41-73）とその基になったヒアリ
ングに関しては以下のとおり。 
 
 
①対⾺の伝統⽂化を守り続ける学校と⼦どもたち（加藤美帆） 
 対象者：阿連小学校に通っていた子どもたち 
 聞き手：阿部、落合、遠藤、加藤、丸山、望月、山口、前田氏 
 時／所：8 月 8 日／於・旧阿連小学校 
 
②阿連⼩学校閉校による児童、地域住⺠への影響―伝統⽂化の視点から（落合志保） 
 対象者：岡﨑 満 氏（前・阿連小学校校長、現・金田小学校校長） 
 聞き手：前田氏、落合、遠藤、山口 
 時／所：8 月 8 日／於・金田小学校校長室 
 
③対⾺の学校教育がめざすもの（丸⼭由希⼦） 
 対象者：永留和博 氏（対馬市教育委員会教育長）、平山俊章 氏（同学校教育課課長） 
 聞き手：阿部、落合、遠藤、加藤、丸山、望月、山口、前田氏 
 時／所：8 月 9 日／於・対馬市市役所 
 
④豊集落ツアー（⼭⼝恭平） 
 対象者：畑島英史 氏（対馬市立豊小学校教諭）、対馬市豊小学校 5・6 年生 
 聞き手：落合、遠藤、加藤、丸山、望月、山口、島居菜奈佳（上対馬高等学校 3 年） 
 時／所：8 月 10 日／豊地区集会施設、豊集落（鯨組跡地、ヒトツバタゴが見える場所、韓国
展望台、かんころもち工場、畑、ツシマヤマネコが通る道） 
 
⑤対⾺における合同会社フラットアワーの起業からみる起業者誘致の意義（遠藤みどり） 
 対象者：銭本 慧 氏、須﨑寛和 氏（合同会社フラットアワー） 
 聞き手：阿部、落合、遠藤、加藤、丸山、望月、山口、前田氏 
 時／所：8 月 9 日／合同会社フラットアワー事務所 
 
⑥⼀般社団法⼈ MIT の⺠泊推進政策と今後の課題（望⽉玖瑠実） 
 対象者：吉野 元 氏（一般社団法人 MIT）、今井未来 氏（インターンシップの大学院生） 
 聞き手：阿部、落合、遠藤、加藤、丸山、望月、山口、前田氏 
 時／所：8 月 10 日／於・一般社団法人 MIT 事務所 
 
 
  
